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2025年3月期1Q決算：ほぼ想定通りだが減収減益で低調にスタート

（単位：百万円）
2024年

3月期1Q
構成比
（％）

2025年
3月期1Q
実績

構成比
（％）

前年同期比
（％）

2025年
3月期2Q
期初予想

２Q予想に
対する進捗率(％)

売上高 31,351 100.0 30,297 100.0 △3.4 64,000 47.3

売上総利益 2,897 9.2 2,877 9.5 △0.7 － －

販売費及び
一般管理費

2,152 6.9 2,228 7.4 ＋3.6 － －

営業利益 745 2.4 648 2.1 △13.0 1,600 40.5

経常利益 855 2.7 804 2.7 △5.9 1,700 47.3

親会社株主に帰属する

四半期純利益 662 2.1 632 2.1 △4.5 1,200 52.7

食品事業：主力のカニ・凍魚以外（助子・加工食品）の販売低調
機械事業：案件は国内外で順調に獲得しているが納期が長期化

海洋事業：養殖事業は増益、海外陸上ネット販売も堅調
他方、食品事業の減収と販管費の上昇が響く

売上高：30,297百万円（△3.4%）

営業利益： 648百万円（△13.0%）
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事業別動向：食品事業の約10億円の減収が響く。海洋事業(養殖部門)は増収増益。

（単位：百万円） 2024年3月期1Q
構成比
（％）

2025年3月期
1Q

構成比
（％） 前年同期比増減

全体
売上高 31,351 100.0 30,297 100.0 △1,053

営業利益 745 － 648 － △96

食品
売上高 19,549 62.4 18,552 61.2 △997

営業利益 565 49.0 423 40.9 △141

海洋
売上高 5,873 18.7 5,843 19.3 △30

営業利益 238 20.7 260 25.1 ＋21

機械
売上高 2,976 9.5 2,936 9.7 △40

営業利益 234 20.3 211 20.5 △22

資材
売上高 2,205 7.0 2,279 7.5 ＋73

営業利益 94 8.2 68 6.7 △25

バイオティックス
売上高 72 0.2 65 0.2 △7

営業利益 △0 － △5 － △5

物流
売上高 645 2.1 594 2.0 △51

営業利益 △37 － 34 3.3 ＋71

その他＊
売上高 26 0.1 27 0.1 ＋0

営業利益 20 1.8 35 3.5 ＋14

全社費用 △371 － △380 － △9

＊その他は、不動産賃貸など。

営業利益構成比は、全社費用控除前

主力の食品事業は助子・加工食品が低調で減収減益、海洋事業は養殖部門が増収増益、
機械事業は案件堅調だが海外一部案件の検収が下期へズレ込む見込み
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今期の四半期業績は、前期比上期・下期のバランス回復を想定

売上高 営業利益

2024年3月期
（実績）

構成比
（％）

2025年3月期
（計画）

構成比
（％）

2024年3月期
（実績）

構成比
（％）

2025年3月期
（計画）

構成比
（％）

通期 127,756 100.0 135,000 100.0 2,020 100.0 3,400 100.0

１Q 31,351 24.5 30,297 22.4 745 36.9 648 19.1

２Q 29,981 23.5 33,703 25.0 500 24.7 952 28.0

上期 61,332 48.0 64,000 47.4 1,245 61.6 1,600 47.1

３Q 40,035 31.3 － － 1,122 55.5 － －

４Q 26,389 20.7 － － △347 △17.1 － －

下期 66,424 52.0 71,000 52.6 775 38.4 1,800 52.9

（単位：百万円）

前期：事業整理再構築で４Qに損失計上、上期偏重の利益バランスとなった
今期：上期･下期の利益バランスは売上高に連動した形に正常化する予定

機械事業の海外案件が下期へズレ込み、食品事業の年末商戦と合わせて利益は3Qに集中へ

[機械]海外案件
下期にズレ込み

[食品]３Q
年末商戦
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事業環境への見方：期初見通し・トレンドに大きな変化なし

物価上昇による加工食品需要の伸び悩みや、原価上昇による収益性の悪化には直面したものの、
期初での通期事業環境・トレンドは見通しの範囲内

期初想定の前提条件

期待できる要素

事業セグメント

食
品

海
洋

機
械

資
材

消費行動活発化 ○ ○

外食･インバウンド需要 ◎ ○

省人省力化設備投資活発化 ○ ○

海外販売の拡大 ○ ◎

養殖事業の拡大(安定供給) ○ ◎ ○ ○

リスク＊

インフレ基調への対応 ○ ○ ○ ○

・他方、インバウンド需要は、
円安一服感あるが堅調に増加へ

・物価高継続で、インフレ傾向あるが
個人消費は弱含み状況続く

・過去の不良資産は一掃され、
バランスシートはスリム化

・引き続き各事業とも堅調に推移
⇒特に養殖事業に注力

外部環境

内部環境

・今期期待できるテーマ ・事業環境

＊為替動向については、直近円高傾向もあり、
円安傾向には一服感があるとみている。
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貸借対照表（要約）：従来同様、１Ｑで水産物確保し、拡販準備を進める

（単位：百万円） 2025年3月期1Q 前期末増減

流動負債 48,679 ＋9,872

支払手形・買掛金 18,947 ＋2,673

短期借入金 21,755 ＋8,245

固定負債 13,905 △31

純資産 28,826 ＋476

株主資本 23,545 ＋246

その他包括利益計 5,267 ＋232

負債・純資産合計 91,411 ＋10,318

（単位：百万円） 2025年3月期1Q 前期末増減

流動資産 66,533 ＋9,937

現金及び預金 8,337 △21

受取手形・売掛金 18,802 ＋1,130

商品及び製品 32,694 ＋7,916

固定資産 24,766 ＋388

有形固定資産 9,325 ＋151

無形固定資産 738 △22

投資その他の資産 14,701 ＋259

資産合計 91,411 ＋10,318

資産の部 負債・純資産の部

１Ｑではインバウンド需要の堅調な増加を想定し、昨年末から積極的に水産物在庫を確保
国内向け通販や業務用需要の増加も見込み、年末商戦(3Q)で着実に消化される見通し
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本資料に記載されております業績見通し等の将来に関する記載は、
現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
また、本資料の著作権を含む一切の権利はニチモウ株式会社に帰属します。

IRに関するお問い合わせ
ニチモウ株式会社 総務部IR担当

E-mail：ir@nichimo.co.jp
TEL：03-3458-3020 2024年8月9日


